
 

資料６-１ 

 

保育所給食調理業務に係る事故発生報告書      

                            令和 3年 4月 8日  

（メフォス） 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊添付書類（写真以外） 有 ○無  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告者 ねむの木保育園 園長 飯田 聡子 

発生年日時 令和 3年 4月 5日 （月）   9時 05分 

発生場所   調理室 園長の所在 

 

■  在園 

 □  不在 

子どもへの提供  ■  有   

□  無   

喫食（子どもへの

提供有の場合） 

 ■  有 

 □  無 

責任の所在 保育園  製造業者  委託業者 ○ その他  

内容 9：05 調理員が午前のおやつを準備しようとして、せんべいの枚数を数え

たら、不足分がある事がわかった。 

対応 

 

 

 

9：10 提供する為、せんべいの袋数を確認した所、登園児に提供する袋数

が不足している事に気が付き、調理員が園長に報告する。 

9：15子育て支援課に連絡し、担当課長補佐に概要を伝え、対処策として、

本来 2枚提供を 1枚提供に変更する事を伝えた。    

原因 

 

 4 月分は 3 月に公立調理員が発注したが、発注時に、新年度の完了児数を

間違えていた。在庫 1（10袋入り）、発注１の合計 2袋では合計 20袋で完

了児 28名分に 8名分不足が発生した。 

また、納品時、提供前日の個数のチェックを行っていなかった。 

4 月に公立調理員から民間業者に委託したが、公立調理員の発注は正確に

出来ていると思い込んでいた。 

今後の対策等 今後は、発注時、納品時及び、前日の個数確認のダブルチェックをしっか

りと行い不足が無いか注意し、再発防止に努める。 



 

保育所給食調理業務に係る事故発生報告書      

令和 3年 4月 14日 

（メフォス） 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊添付書類（写真以外） 有 無 

 

 

 

 

 

 

報告者 小鳩保育園 園長 亀尾 祐子 

発生年日時 令和 3年 4月 13日 （火）  13時  55分 

発生場所 調理室 園長の所在 

 

□  在園 

 ■  不在 

子どもへの提供  ■  有   

□  無   

喫食（子どもへの

提供有の場合） 

 ■  有 

 □  無 

責任の所在 保育園  製造業者  委託業者 ○ その他  

内容 13時 55分 調理員が午後のおやつの調理の際冷蔵庫にツナを見つけ、昼食

のスパゲティサラダにツナを入れ忘れたことに気付く。 

13時 57分 調理員は園長補佐に知らせる。 

14時 03分 園長補佐は調理員から事情を聞き、園長に連絡をする。 

14時 06分 園長は、子育て支援課の担当課長補佐に連絡をする。 

14時 45分 園長が園に行き、状況確認を行う。 

 

対応 

 

 

14時 10分 昼食のスパゲティサラダは、すでに提供済み。 

      引き続き午後のおやつの調理を行う。 

14時 20分 玄関掲示をして、保護者に伝える。 

 

原因 

 

 4 月より異動がありこの日は通常より 1 名多く調理員を配置されていた

が、作業工程の中でいつもより調理に時間を要した場面があり、通常行って

いた調理途中での食材の確認を見落としてしまった。また、検食時の確認も

ツナが入っていないことに気付かなかった。 

 

今後の対策等  朝礼の際はすべての食材を確認すると同時に、調理開始の際に再度献立表

を見ながら声を出し複数で食材を確認する、今まで行っていたこの作業を今

後一層意識して確実に行うようにする。また、検食の際も確実にすべての食

材が入っていることを、今まで以上に指さしや目視で確認するようにする。 

 思い込みが事故に直結することを、もう一度全職員で意識し、再発防止に

努める。 



 

保育所給食調理業務に係る事故発生報告書      
                             令和３年４月１６日 

                                 （ 直営 ） 

報告者 米子市あかしや 園長 豊嶌 洋子 

発生年日時 令和３年４月１５日 （木）  午前１１時４５分頃 

発生場所 保育室 園長の所在 ■  在園 

 □  不在 

子どもへの提供 ■  有 

□  無 

喫食（子どもへの提

供有の場合） 

■  有 

□  無 

責任の所在 保育

園 
 

製造業

者 
 委託業者 ○ 

その

他 

 

内容 11：45 保育士が給食のケチャップライスを食べていると、噛んだ歯に硬い物

があたった。口の中から取り出してみると、２㎜×５㎜位の白くて硬

い異物が出てきた。 

11：46  保育士は園長に異物を見せ、報告をする。 

11：48  園長と園長補佐は、各クラスへ給食の提供を中断するよう声をかけ

る。 

園長は調理員に異物を見せ報告し、目視の様子等の確認をする。 

11：52  園長は、電話で子育て支援課の栄養士に異物混入と、ケチャップラ

イスの提供中止、代替で白米を炊いて提供することを伝える。 

12：05  園長は、電話でこども相談課に異物混入と対応等の状況を報告する。 

対応 

 

11：55  園長と園長補佐は各クラスとクラス担任以外の職員にケチャップラ

イスの提供中止と、代替に白米ごはんの提供をすることを伝える。 

     調理員はケチャップライスの代替に白米を炊く。 

12：25   各クラスに白米ご飯を配膳し、提供する。 

15：45   異物が何かを調べてもらうため、園長は子育て支援課栄養士に異物

の提出をする。 

 

 保護者の方に、ケチャップライスを提供できなかったこと、代替で白米ご飯 

の提供をしたことの報告とお詫びの文書を配布する。 

 

原因 異物が原料由来の物なのか原因がわかっていないが、目視、触指が不十分で

あったことが考えられる。 

今後の対策等 ・調理員は食材の目視、触指等を、今まで以上に十分に行う。 

・保育士も今まで以上に配膳前に十分に目視を行い、子どもが食事をする様子

をしっかりと見守り、異変にすぐに気づき対応していく。 

＊添付書類   有  ○無  



 

保育所給食調理業務に係る事故発生報告書      

                           令和 3年 4月 20日 

                            （  メフォス  ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊添付書類   有  無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告者    ねむの木保育園 園長 飯田 聡子 

発生年日時 令和 3 年 4 月 19 日（月）   10時   30分 

発生場所  ねむの木保育園給食室 園長の所在 

 

■  在園 

 □  不在 

子どもへの提供  ■  有   

□  無   

喫食（子どもへの

提供有の場合） 

 ■  有 

 □  無 

責任の所在 保育園  製造業者  委託業者 ○ その他  

内容 14：15 午後の離乳食の５倍がゆを保育士が、食べさせていた。 

    上部をスプーンですくい３口食べさせた後、下部をすくった時に 

    短い髪の毛らしきものが見えたので、すぐにチーフに報告した。 

    給食室、園長にも報告があり、すぐに現状を確認した。 

対応 

 

 

 

 

14：16 園長に報告がある。実物を確認して子育て支援課に報告。 

    おかゆは提供中止。他児 2名のおかゆを確認するが、異物はなかっ

たので、そのまま 2名は喫食した。 

14：20 委託業者と異物の確認をし、髪の毛の様であると推測した。 

    余分におかゆが残っていたので、そこから再度お茶碗に盛り付け、 

    定量のおかゆは提供した。 

お迎えの時、髪の毛らしきものが入っていた事を保護者に知らせ、

謝罪する。 

原因  何らかの理由で、髪の毛が混入したと思われる。 

今後の対策等 ・調理前の、ローラーがけを、更にしっかりと徹底する。 

・器に盛りつけた後、念のために、下部からしっかりと混ぜて、異物が 

 混入していないか、確認する。 

 



 

保育所給食調理業務に係る事故発生報告書      

                                      令和 3年 6月 7日 

                            （  メフォス  ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊添付書類   有  無 

 

 

 

報告者    ねむの木保育園 園長 飯田 聡子 

発生年日時 令和 3 年 6 月 7 日（月）   13時   30分 

発生場所  ねむの木保育園給食室 園長の所在 

 

■  在園 

 □  不在 

子どもへの提供  ■  有   

□  無   

喫食（子どもへの

提供有の場合） 

 ■  有 

 □  無 

責任の所在 保育園  製造業者  委託業者 ○ その他  

内容 13：15 メフォス責任者から、午後のおやつのポテトもちに振りかける刻み

海苔の在庫が無く、青のりで代用してもよいかと相談された。 

    献立表にない食材は使用できないので、刻み海苔なしで提供した。 

対応 

 

 

 

 

6月 5日（土）メフォス責任者は 7日（月）に使用する乾物を確認した時に、 

「刻み海苔」の在庫が無い事に気付いた。しかし「青のり」があっ 

たので、代用できると判断した。 

6月 7日（月） 

9：30頃 メフォス責任者は、刻み海苔が無いが、青のりで代用してもよい

かと補佐に聞いた。（園長は午前中、園長会） 

補佐は、いいと思うが、園長が帰園したら確認するよう伝えた。 

13：15 帰園した園長にメフォス責任者が、刻み海苔が無かったが、青のり

で代用してよいかと相談した。園長は、食材の変更はダメだと思い、

栄養士に連絡した。業者に届けてもらうよう依頼し、もし無理なら、

海苔なしで提供することを確認した。 

13：20 業者に電話したが、今日はもう配達できないと言われた。 

15：00 海苔抜きで、ポテトもちを提供した。 玄関に「海苔が提供出来な

かった理由とお詫びの文書」を掲示した。 

原因  メフォス責任者は、以前勤務していた保育園でポテトもちに「青のり」を

使用しており「青のり」で代用が出来ると思い込んでいた為、海苔の在庫

が無い事に気づいても発注しようと思わなかった。 

 献立の材料を変更できない事に対する意識が、欠けていた。 

今後の対策等 ・食材については、自己判断せず、いつも使用している物がなくなれば 必

ずチェックし、発注する意識を持つ。 

・献立にない材料を提供しようという考え方を改める。 



 

保育所給食調理業務に係る事故発生報告書      

                           令和３年６月１６日 

                             （メフォス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊添付書類（写真以外） 有 ○無  

 

報告者 米子市あがた保育園 園長 田中 恵美子 

発生年日時 令和３年６月１６日 （水）   １１時 ４０分 

発生場所   保育室 園長の所在 

 

■  在園 

 □  不在 

子どもへの提供  ■  有   

□  無   

喫食（子どもへの

提供有の場合） 

 ■  有 

 □  無 

責任の所在 保育園  製造業者  委託業者 ○ その他  

内容 11時 40分 給食中、保育士の食べているミンチボールに青色の異物が付着

しているのを発見する。すぐに園長に報告する。 

対応 

 

 

 

 

 

11時 41分 園長が確認したところ、青色のニトリルゴム手袋の先だった。 

一旦給食は止め確認したが、すでにほとんどの子が食べ終わっ

ていた。 

給食室にその破れた手袋の元を探してもらう。市役所に連絡す

る。 

11時 43分 ぴったり合う手袋が見つかり、市役所、メフォス責任者に報告

する。 

13時    保護者にお詫び文を掲示する。 

 

原因 

 

○ミンチボールの袋をハサミで開封する際に、手袋の指先を一緒に切ってし

まい破片が付着し、配膳の際に混入した。手袋の破損の確認、配膳したと

きの確認が出来ていなかった。 

 

今後の対策等  

○作業を行う前後に、声出しや指さし確認を複数で行う。 

○手袋をする際は指先まできちんと装着し、手袋の使用前の確認と使用中及 

び使用後の破損がないかの相互確認を徹底する。 

○配膳時に異物が入っていないか、凝視して提供する。 

 


